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・敦賀港定期コンテナ航路歓迎式典が
開催されました！

平
成
24
年
11
月
9
日(

金)

、
敦
賀
港
（
鞠
山
南
地
区
）
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
岸
壁
に
お
い
て
、
敦
賀
港
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
（
中
国

（
新
規
）
・
韓
国
航
路
）
就
航
を
記
念
し
た
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歓
迎
式
典
で
は
、
冒
頭
に
西
川
福
井
県
知
事
が
「
中
国
・
韓
国
と
の

利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
で
新
し
い
輸
送
需
要
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
暮
ら
し
の
経
済
循
環
に
繋
が
っ
て
く
れ

る
も
の
と
お
お
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

河
瀬
敦
賀
市
長
か
ら
「
1
６
０
０
年
前
か
ら
国
際
港
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
敦
賀
の
港
と
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
活
用
し
て
頂
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
な
が
ら
、
敦
賀
市
と
し
て
、
ま
た
敦
賀
港

国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル(

株)

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
、

最
後
に
汎
州
海
運(

株)

の
李
相
福
社
長
か
ら
「
こ
の
新
規
航
路
が
お
客

様
の
物
流
を
助
け
、
地
域
経
済
に
寄
与
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

新
規
航
路
は
、
汎
州
海
運(

株)

に
よ
り
敦
賀
港
に
週
１
便
で
寄
港
す

る
こ
と
で
、
国
際
航
路
が
４
便
か
ら
５
便
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

企
業
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
県
に
と
っ
て
悲
願
で
あ
っ
た
中
国
航
路
が
６

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
こ
と
で
、
益
々
の
貨
物
量
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

西川福井県知事の挨拶

河瀬敦賀市長の挨拶

敦
賀
港
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
（中
国(

新
規)

・韓
国
航
路
）

就
航
歓
迎
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

記念品の贈呈

コンテナ船「イースタン・エクスプレ
ス」840TEU型

・福井県総合防災訓練が実施されました！

・敦賀港にて「みなとふれあい教室」を開催！

・テロ対策合同訓練が実施されました！

・敦賀港にて「みなと学習と消波ブロックアート」
を開催！

・敦賀港（鞠山北地区）防波堤が復旧しました！

・おおいうみんぴあフェスタ２０１２が
開催されました！

・赤煉瓦ネットワーク敦賀大会が開催されました！

・平成２４年コンテナ取扱貨物量過去最高を記録！

・経済危機対応・地域活性化予備費により、
敦賀港及び福井港海岸の事業推進！

汎州海運(株)李相福社長の挨拶

荷役の様子



赤煉瓦ネットワーク２０１２敦賀大会が開催されました！

平
成
24
年
11
月
24
日(

土)
 

敦
賀
港
内
の
き
ら
め
き
み
な

と
館
に
お
い
て
、
地
域
固
有
の
歴
史
建
造
物
で
あ
る
「
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
」
を
敦
賀
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
す
る
べ
く
、

市
民
の
立
場
で
活
用
策
を
検
討
、
協
議
す
る
た
め
「
赤
煉
瓦

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
１
２
敦
賀
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
本
大
会
で
は
、
冒
頭
に
河
瀬
敦
賀
市
長
が
「
敦
賀
の
赤
レ

ン
ガ
は
市
民
の
宝
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
末
永
く
残
し
て
い
こ

う
と
い
う
思
い
は
皆
様
と
同
じ
で
あ
り
、
連
携
を
と
っ
て
更

な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
有
馬
敦
賀
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
「
交
通
の
要
衝
と
し
て

発
展
し
て
き
た
敦
賀
の
港
の
象
徴
が
１
９
０
５
年
に
建
造
さ

れ
た
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
な
ど
で
あ
り
、
今
年
は
敦
賀-

長
浜
間
鉄

道
開
通
１
３
０
周
年
、
敦
賀-

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
定
期
航
路

１
１
０
周
年
、
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
運
行
１
０
０
周
年
と
い

っ
た
敦
賀
の
鉄
道
と
港
の
歴
史
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
で

の
開
催
と
な
っ
た
」
と
挨
拶
さ
れ
、
最
後
に
池
田
実
行
委
員

長
か
ら
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
「
赤
レ
ン
ガ
を
と
り
ま
く
歴
史
的
背
景
」
と
題
し

て
川
村
敦
賀
市
博
物
館
長
よ
り
鉄
道
と
港
に
よ
り
発
展
し
て

き
た
敦
賀
に
つ
い
て
な
ど
の
講
演
が
あ
り
、
続
い
て
「
敦
賀

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
ム
と
赤
煉
瓦
倉
庫
再
生
」
と
題
し
て
内
村
敦

賀
市
金
ヶ
崎
周
辺
整
備
構
想
策
定
委
員
会
副
会
長
よ
り
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
の
再
生
と
し
て
金
ヶ
崎
緑
地
と
の
融
合
に
つ
い
て

な
ど
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
内
の
経
済
団
体
や
高
校
生
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト

を
務
め
た
討
論
会
が
行
わ
れ
、
「
倉
庫
単
体
で
な
く
周
辺
の

整
備
が
大
事
」
、
「
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
が
訪
れ

た
い
と
思
う
よ
う
な
空
間
に
す
べ
き
」
な
ど
の
提
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

［
赤
煉
瓦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
］

赤
煉
瓦
で
つ
く
ら
れ
た
日
本
全
国
の

建
設･

施
設
の
保
存･

活
用
を
中
心
に
、

地
域
に
ね
ざ
し
た
「
個
性
的
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
行
う
組
織
、
運
動
体
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
交
流
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

設
立

1
９
９
１
年
10
月
、

会
員

28
団
体
（
約
１
１
０
０
名
）

パネルディスカッションの様子

②

福井県総合防災訓練・緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練が実施されました！

平
成
24
年
11
月
9
日
（
土
）
、
10
日
（
日
）
に
、
大
規
模
な

地
震
と
津
波
を
想
定
し
た｢

福
井
県
総
合
防
災
訓
練｣

が
、
テ
ク
ノ

ポ
ー
ト
福
井
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
訓
練
は
、｢

緊
急

消
防
援
助
隊
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練｣

も
兼
ね
て
お
り
、
福
井

県
、
福
井
市
、
坂
井
市
、
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、
警
察
、
消
防

な
ど
、
2
日
間
で
約
１
５
０
機
関
２
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。訓

練
は
、
福
井
市
、
坂
井
市
で
震
度
７
の
地
震
を
観
測
し
、
沿

岸
部
に
津
波
警
報
が
出
さ
れ
最
大
８
ｍ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
家
屋

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
井
港
で
は
、
巡
視
艇
が
津
波
襲
来
を
警
告
し
、
避
難
を
誘
導

す
る
こ
と
で
港
内
の
船
舶
を
安
全
に
沖
へ
避
難
さ
せ
る
津
波
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
ま
た
福
井
港
の
船
艇
が
流
出
油
の
拡
散
を
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
を
展
帳
す
る
こ
と
で
防
除
す
る
流
出
油
防
除
訓
練
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
場
所
で
は
、
９
小
中
校
・
幼
稚
園
が
、
高
台
や
屋

上
な
ど
高
い
場
所
へ
の
避
難
を
行
う
津
波
避
難
訓
練
や
、
テ
ク
ノ

ポ
ー
ト
福
井
企
業
協
議
会
の
加
盟
社
が
実
施
し
た
情
報
伝
達
訓
練

や
高
台
へ
の
避
難
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
、
広
域
的
な
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

福
井
港
（
10
月
30
日
）
、
敦
賀
港

（
11
月
1
日
）
、
内
浦
港
（
11
月
19

日
）
に
お
い
て
、
県
警
、
海
上
保
安

部
、
消
防
、
入
国
管
理
局
、
税
関
な

ど
が
参
加
し
て
、
テ
ロ
対
策
合
同
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

敦
賀
港
で
は
、
客
船
船
長
か
ら
武

装
し
た
外
国
人
数
名
が
乗
船
し
て
い

る
と
の
１
１
８
番
通
報
が
あ
っ
た
と

の
想
定
で
始
ま
り
、
桜
岸
壁
に
現
地

対
策
本
部
を
設
置
し
、
巡
視
艇
、
警

備
艇
を
出
港
さ
せ
、
客
船
の
入
港
警

戒
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
海
上
保

安
部
、
警
察
合
同
検
査
班
に
よ
る
船

内
検
索
。
負
傷
者
の
緊
急
搬
送
。
海

に
飛
び
込
ん
だ
テ
ロ
リ
ス
ト
を
巡
視

艇
、
警
備
艇
、
機
動
艇
で
包
囲
し
て

投
降
さ
せ
、
ま
た
下
船
客
に
ま
ぎ
れ

て
逃
亡
を
図
っ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
を
制

圧
・
連
行
。
さ
ら
に
生
物
化
学
テ
ロ

対
応
と
し
て
、
不
審
な
容
器
の
入
っ

た
か
ば
ん
の
搬
送
処
理
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

福
井
港
、
内
浦
港
に
お
い
て
も
、

独
自
の
想
定
の
中
、
様
々
な
訓
練
が

実
施
さ
れ
、
関
係
機
関
の
連
携
の
強

化
や
対
応
状
況
の
確
認
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

テロ対策合同訓練が実施されました！

火災消火訓練（防災船による火災消火のための一斉放水）

水難救助訓練 倒壊建物救助訓練

テロリスト制圧訓練

化学テロ対処訓練

福井港



平
成
24
年
10
月
16
日
（
火
）
、
敦
賀
港

川
崎
松
栄
地
区
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
ヤ
ー

ド
に
お
い
て
、
敦
賀
西
小
学
校
の
４
年
生
５

０
名
と
特
別
支
援
学
級
の
９
名
が
、
港
と
防

波
堤
の
役
割
と
関
わ
り
な
ど
を
学
習
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
み
な
と
に
つ
い
て
の

講
話
や
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
、
秋
晴
れ
の
中
、
杉
浦
保
全
課
長

よ
り
敦
賀
港
の
役
割
に
つ
い
て
の
講
話
を

行
っ
た
後
、
事
前
に
画
用
紙
に
描
い
た
絵
を

も
と
に
下
絵
さ
れ
た
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
に
ペ
ン

キ
で
色
を
入
れ
ま
し
た
。

小
学
生
達
か
ら
は
、
『
室
内
で
画
用
紙
に

描
く
の
と
は
違
っ
て
、
屋
外
で
大
き
な
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
の
側
面
に
描
く
こ
と
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
』
と
い
う
意
見
や
『
こ
の
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
は
こ
の
後
ど
う
な
る
の
か
』
と
い
う

質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
11
月
初
旬
か
ら

始
ま
る
鞠
山
防
波
堤
へ
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の

据
付
作
業
ま
で
の
間
、
ブ
ロ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

て
飾
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
10
月
15
日
（
月
）
、
敦
賀
港
の

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
親
水
護
岸
フ
ェ
リ

オ
ス
に
お
い
て
、
敦
賀
西
小
学
校
の
５
年
生

４
９
名
が
、
港
の
役
割
や
「
海
・
港
」
へ
の
親

し
み
・
興
味
・
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
み
な
と
ふ
れ
あ
い
教
室
」
と
題
し
、

フ
ェ
リ
ー
見
学
、
講
話
及
び
稚
魚
放
流
を
体
験

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
今
年
６
月
に
就
航
し
た
ば
か
り
の

新
型
フ
ェ
リ
ー
船
内
に
お
い
て
、
客
室
や
普
段

は
入
れ
な
い
操
舵
室
等
を
見
学
し
、
そ
の
豪
華

さ
や
大
き
さ
に
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

次
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
て
、
寺
田
新
日
本
海

フ
ェ
リ
ー
敦
賀
支
店
長
、
濵
上
敦
賀
市
漁
業
協

同
組
合
長
、
松
本
所
長
の
講
話
が
行
わ
れ
、
松

本
所
長
か
ら
は
「
港
が
生
活
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
や
い
つ
ま
で
も
綺

麗
な
海
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
講
話
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
敦
賀
湾
で
育
っ
た
鯛
の
稚
魚

５
０
０
匹
を
小
学
生
が
網
と
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
、

元
気
が
良
く
て
な
か
な
か
捕
ら
え
ら
れ
な
い
稚

魚
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
楽
し
そ
う
に
稚
魚
の

放
流
を
行
い
ま
し
た
。

敦賀港にて「みなとふれあい教室」を開催！

敦賀港にて「みなと学習と消波ブロックアート」を開催！

鯛の稚魚を放流している様子

消波ブロックアートの全体風景

③

平
成
24
年
11
月
10
日
（
土
）
、
11
日
（
日
）
に
、
「
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
で
う
み
ん
ぴ
あ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
場
で
２
回
目
の
開
催
と
な
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
町
の
味
を
詰
め
込
ん
だ
お
弁
当
を
募
集
す
る

「
０―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
新
た
に
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
カ

ニ
鍋
の
ふ
る
ま
い
や
、
魚
介
類
、
キ
ノ
コ
、
若
狭
牛
な
ど
地

元
特
産
品
の
直
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
２
日
間
で
５
千
人
の
来

場
者
を
集
め
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
お
笑
い
芸
人

の
ラ
イ
ブ
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
こ
ど
も
家
族
館
の
企

画
展
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
会
場
は

賑
わ
い
ま
し
た
。

「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
は
、
平
成
23
年
に
み
な
と
オ
ア

シ
ス
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
は
敦
賀
港
に
次
い
で
２

例
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

おおいうみんぴあフェスタ２０１２が開催されました！

敦賀港の役割についての講話

ターミナル内で講話を聞く児童たち

若狭牛の地元特産品の直売
おおい町マスコットキャラクター

“うみりん”とのふれ合い

０－１グランプリ
販売部門及び制作部門第１位の弁当 賑わっている会場の様子
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④

平成24年コンテナ取扱貨物量過去最高を記録！

２
０
１
２
年
の
敦
賀
港
の
国
際

コ
ン
テ
ナ
取
扱
貨
物
量
（
実
入

り
）
が
、
前
年
比
19.

2
％
増
の

２
万
８
２
２
８
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
１
Ｔ
Ｅ

Ｕ
は
20
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
１
個

分
）
と
な
り
過
去
最
高
記
録
を
３

年
連
続
で
更
新
し
ま
し
た
。
内
訳

は
、
輸
出
が
前
年
比
12.

1
％
増

の
１
万
１
８
７
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、
輸
入

が
同
25.

0
％
増
の
１
万
６
３
５

７
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
し
た
。
こ
れ
は
、
輸

出
で
は
韓
国
へ
の
液
晶
ガ
ラ
ス
、

北
米
へ
の
繊
維
製
品
、
輸
入
で
は

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
繊
維
原
料
材
、

中
国
か
ら
の
住
宅
資
材
、
韓
国
か

ら
の
飲
料
水
や
鋳
物
製
品
な
ど
が

増
加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

0

10,000

20,000

30,000

H22 H23 H24

コンテナ取扱貨物量（1～12月）（過去3年）

（
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）

28,228

23,675

15,319

10月26日 敦賀港（鞠山北地区）防波堤が復旧しました！

経済危機対応・地域活性化予備費により、敦賀港及び福井港海岸の事業推進！

平
成
24
年
4
月
3
日
か
ら
4
日
に
か
け
て
、
日

本
海
で
急
速
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
伴
い
、
福
井

県
沿
岸
で
高
波
浪
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
敦

賀
港
（
鞠
山
北
地
区
）
防
波
堤
の
先
端
付
近
の

ケ
ー
ソ
ン
１
函
が
港
内
側
に
約
15
ｍ
滑
動
す
る
と

と
も
に
、
捨
石
マ
ウ
ン
ド
が
散
乱
す
る
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

被
災
を
受
け
た
ケ
ー
ソ
ン
は
、
縦
15
ｍ
、
横

9.

6
ｍ
、
高
さ
16
ｍ
、
重
さ
約
3
千
ト
ン
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
で
す
。
こ
の
防
波
堤
は
、
敦

賀
港
の
第
一
線
防
波
堤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
港
内

の
静
穏
度
を
早
急
に
回
復
し
、
港
湾
を
利
用
す
る

船
舶
等
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年

中
の
復
旧
完
了
を
目
指
し
施
工
し
て
き
ま
し
た
が
、

10
月
26
日
に
滑
落
し
て
い
た
ケ
ー
ソ
ン
の
再
据
付

が
完
了
し
ま
し
た
。

予備費
施工箇所

予備費
施工箇所

福井港海岸

敦賀港

国
土
交
通
省
は
、
11
月
30
日
に
平
成
24
年

度
の
「
経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備

費
」
を
使
用
し
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
防

災
・
減
災
対
策
と
し
て
港
湾
、
海
岸
等
の
緊

急
対
策
、
事
業
の
推
進
な
ど
に
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

そ
の
予
備
費
に
よ
り
、
敦
賀
港
で
は
鞠
山

北
地
区
の
防
波
堤
先
端
基
礎
45
ｍ
の
延
長
、

福
井
港
海
岸
で
は
離
岸
堤
5
基
目
及
び
離
岸

堤
（
潜
堤
）
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
等
を
実

施
し
ま
す
。
（
施
工
場
所
は
、
敦
賀
港
及
び

福
井
港
海
岸
の
航
空
写
真
に
記
載
）

敦
賀
港
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
冬
期
風
浪
に

加
え
、
平
成
24
年
4
月
に
大
型
低
気
圧
が
来

襲
し
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
沈
下
等
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
早
急
に
防
波
堤
整

備
を
推
進
す
る
こ
と
で
防
波
堤
の
安
定
性
、

港
内
静
穏
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

福
井
港
海
岸
で
は
、
日
本
海
特
有
の
冬
季

波
浪
や
侵
食
の
進
行
に
よ
っ
て
、
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
の
飛
散
や
護
岸
背
後
の
陥
没
と
い
っ

た
被
害
が
離
岸
堤
（
潜
堤
）
の
未
整
備
区
間

で
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
早
急
な

離
岸
堤
（
潜
堤
）
整
備
の
推
進
に
よ
り
、
こ

の
よ
う
な
被
害
か
ら
護
岸
の
施
設
を
安
定
的

に
防
護
し
ま
す
。

Information


